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コメント 

本研究は、「揺らぎの個性に基づく⼀分⼦識別」の基本原理を
確⽴するために、分⼦流動科学に関する新たな領域、応⽤技術
を開発する学術的独⾃性の⾼い研究である。また、マイクロ・
ナノ流路内のイオン、原⼦、分⼦および荷電粒⼦の電磁場下に
おける特殊流動の計測・制御を機械学習によって融合し、シス
テム化することによって新技術を創成する。 

イオン電流とトンネル電流の同時計測を実現する⾼度な計
測・制御によって得られる新たな学術的知⾒は極めて重要性が
⾼く、ゲノム医療のコア技術である次世代 DNA シークエンシ
ングの⾼精度・⾼速化の実現によって、⼤きなインパクトとよ
り広い科学技術への波及効果が期待できる。 

  

  


